
事例 小学校社会科（第３・４学年複式） 東濃地区（ 小学校）K

１ 単元について

対象 小学校 第３学年 小学校 第４学年
学年

学習
指導 第３学年の内容（２）ア、イ 第４学年の内容（５）ア、イ
要領

単元 「こんにゃくは、ぼくらの村の特産品」 「ヘボは、昔から続く村の食文化」
名 （ヘボ：学名 クロスズメバチ）

（ ） （ ）全１４時間 全１３時間

単元 ○こんにゃくの生産・加工販売に関わる ○地域の人々の生活の変化や地域に残
目標 人々の工夫や努力に関心をもち、意欲 る食文化（ヘボを食す）等の文化財・

的に調べ、理解したことをもとに、そ 年中行事、それに関わる人々の働きに
の特色を捉える視点や方法を明らかに 関心をもち、それを意欲的に調べるこ
することができる。 とを通して、地域社会に対する誇りと
社会的事象への関心・意欲・態度 愛情をもつことができる。（ ）

（社会的事象への関心・意欲・態度）
○こんにゃくに関わる人々の諸活動から
学習の問題を見いだし、見通しをもっ ○地域の人々の生活の変化や文化財・年
て追究・解決し、その特色や人々の工 中行事に関わる人々の諸活動から学習
夫や努力、国内の他地域との関連につ の問題を見いだし、見通しをもって追
いて考え、適切に判断することができ 究・解決し、昔の人々の暮らしぶり、
る。 知恵や工夫、継承に取り組む人々の工

社会的な思考・判断 夫や努力、願いについて考え、適切に（ ）
判断することができる。

（ ）○こんにゃくの生産・加工販売の様子を 社会的な思考・判断
見学したり調査したりして、仕事の特
色について具体的に調べると共に、そ ○地域の人々の生活の変化や地域に残る
の過程や結果を分かりやすく表現する 食文化等の文化財・年中行事につい
ことができる。 て、昔の道具や受け継がれている様子

観察・資料活用の技能・表現 を見学したり調査したりして調べると（ ）
共に、その過程や結果を分かりやすく

○こんにゃくの生産や加工販売に関わる 表現することができる。
（ ）人々は、村の自然条件を生かし、生産 観察・資料活用の技能・表現

を高める工夫や努力をしながら栽培を
していることや、他地域に誇ることが ○地域の生活の変化や過去の生活におけ
できるよりよい特産品となるように努 る人々の知恵や工夫に気付いたり、地
力していることを理解できる。 域に残る食文化等の文化財・年中行事
社会的事象についての知識・理解 には、人々の工夫や努力、願いが込め（ ）

られていることを理解したりできる。
（ ）社会的事象についての知識・理解

配慮 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工
事項 夫 夫

○単元指導計画作成上の工夫 ○単元指導計画作成上の工夫
・子どもが学級園で行っているこんにゃ ・子どもの生活と比べやすい昔の道具、
く栽培と重なる教材を選定した。 食生活とつながる教材を選定した。

・子どもの思考の流れを大切にした指導 ・子どもの思考の流れを大切にした指導
計画となるよう次のような場を設定 計画となるよう次のような場を設定
し、単元を構成した。 し、単元を構成した。
①単元を貫く共通課題を設定する場 ①単元を貫く共通課題を設定する場
②個々のテーマに基づいて見学や調査 ②個々のテーマに基づいて見学や調査
する場 する場
③見学や調査で分かったこと疑問に思 ③見学や調査で分かったこと疑問に思
うことなどを整理したり交流したりす うことなどを整理したり交流したり
る場 する場
④指導内容に基づいて事象の意味を深 ④指導内容に基いて事象の意味を深く
く追究する場 追究する場



⑤単元全体を振り返る場 ⑤自己追究を広げる場
・こんにゃくに関わる社会的事象を正し ・ヘボ食文化に関わっては、社会的事象
く捉えるために、見学や調査の時間を を実感を伴って捉えることができるよ
十分に確保した。 うに、ヘボ追い体験の時間を位置づけ

○単位時間の工夫 た。
・特産品の味見、生産者の畑土観察等の ○単位時間の工夫
体験活動や、こんにゃくの生育状況を ・ヘボ飯・ヘボの巣の実物や昔の道具等
示す実物を用いて資料化し、子どもが を用いて資料化し、子どもが 五感を
五感を駆使して意味追究できるように 駆使して意味追究できるように配慮す
配慮した また 観察や追究の視点 何 ると共に、観察や追究の視点（何を見。 、 （
を見て、どのように考えるとよいか） て、どのように考えるとよいか）を具
を具体的に示した。 体的に示した。

・調査については、事前に何を調べると ・調査については、事前に何を調べると
よいかを話し合い、子ども自身が見学 よいかを話し合い、子ども自身が見学
の視点をもって調べることができるよ の視点をもって調べることができるよ
うにした。また、全ての子どもに正し うにした。また、全ての子どもに正し
く捉えさせたい事象については、その く捉えさせたい事象については、その
場で意図的に指導・援助した。 場で意図的に指導・援助した。

○複式学級における個に応じたきめ細か ○複式学級における個に応じたきめ細か
な指導の工夫 な指導の工夫

・複式学級において、それぞれの学年の ・複式学級において、それぞれの学年の
指導内容を確実に身に付けることがで 指導内容を確実に身に付けることがで
きるように、単位時間内における「わ きるように、単位時間内における「わ
たり・ずらし」の学習形態の確立等を たり・ずらし」の学習形態の確立等を
図った。 図った。

（ ． ） （ ． ）６ 参考資料 資料１ 参照 ６ 参考資料 資料１ 参照

参考 資料１： 複式授業の成立”に向けた取 資料１： 複式授業の成立”に向けた取“ “
資料 り組みについて り組みについて

資料２： こんにゃく芋作りの名人” 資料３： ヘボの神様”といわれる さ“ “ M
（ ） （ ）Nさん年表 第５時 ん年表 第６～７時

資料４：３種類の蒟蒻 資料 ：ヘボ飯１５
（第１時） （第１時）

資料５：特産品マップ 資料 ： 想山著聞奇集」１６ 「
（第１時） （第１時）

資料６： 村・こんにゃく畑 資料 ：ヘボ追いK １７
（ ） （ ）第２～４時 第４～５時

資料７： 村・こんにゃく加工販売所 資料 ： さんの生堀りの様子K M１８
第２～４時 （第１０時）（ ）

資料８：同じ時期に植えたこんにゃく芋 資料 ： さんの生堀りの手順１９ M
の育ちぶりの違い（第１１時） （第１０時）

資料９：地形を強調したジオラマ 資料 ： さんの保存～放ち２０ M
（第１１時） （第１１時）

資料 ：土中にしみ込む水の違い 資料 ：会員の協力のもと、女王蜂を解１０ ２１
（第１１時） き放つ場所 （第１１時）

資料 ： さんの畑土と学級園の畑 資料 ： さんの失敗１１ ２２N M
（第１２時） （第１１時）

資料 ： さんの堆肥づくり 資料 ：女王バチ一匹だけでつくる巣１２ ２３N
（第１２時） （第１１時）

資料 ： さんと学級園の蒟蒻芋１３ N
（第１２時） ※：記載していない資料

資料 ：土作りが施されていない土１４
（第１２時）

※：記載していない資料



両 ３年生「こんにゃくは、ぼくらの ４年生「ヘボは、昔から続く村学級担任に
単 時 村の特産品 （全１４時間） の食文化 （全１３時間） 時」 」よる指導
元
の １ ・こんにゃくを比べてみよう ・ヘボ飯を食べてみよう １
指
導 ２
の ・村のこんにゃく畑や加工所は 算数・書写・音楽
流 ３ どこにあるの？ （担任以外の職員による指導）

（ ）れ 見学・調査
４

書写・音楽 ・村の郷土館見学 ２
（ ）（担任以外の職員による指導） 見学・調査

３

５ ・ ・昔から今の人々の生活変化を ４じっくり調べたいテーマを決めよう
まとめよう

算数 ５（担任以外の職員による指導）

６ ・ さんのこんにゃく畑・芋保存 算数・音楽N
小屋見学 （担任以外の職員による指導）

（ ）７ 見学・調査

算数・音楽 ・ さんのヘボ小屋見学 ６M
（ ）（担任以外の職員による指導） 見学・調査

７

８ ・こんにゃく芋の加工販売所見学
算数・書写・音楽

９ 見学・調査 （担任以外の職員による指導）（ ）

見学して分かったことをまとめよう10 ・

書写・音楽 ・ さんと共にヘボ追い」 ８「M
（担任以外の職員による指導） 体験

見学・調査 ９（ ）

１１ １０・ ・ さんのヘボの巣堀りこの村でこんにゃく芋がすくすく育つわけ M

12 N 11・ さんの土づくり ・本 時 女王バチを育て山にかえす さんM

13 12・こんにゃく芋１００％の特産品を
・受け継ぐぞ、村の文化財・年

14 13・お世話になった人から学んだ 中行事～単元のまとめ～
ことをお手紙に書こう～単元の
まとめ～

※見学・調査については、３・４年の両学年に必ず指導する教師がついて学習を進
められるように、上記のように指導計画を工夫した。



２ 単元の評価規準（第３学年「こんにゃくは、ぼくらの村の特産品 ）」

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・判断 ウ 観察・資料活用の技 エ 社会的事象について
関心・意欲・態度 能・表現 の知識・理解

内 地域の人々の生産や 地域の人々の生産や販売 地域の人々の生産や販売 地域の生産や販売の仕事
容 販売の様子に関心を の様子から学習の問題を の様子を的確に見学した に携わっている人々の工
のご もち、それを意欲的 見いだして追究・解決 り調査したりするととも 夫を理解している。
まと に調べることを通し し、地域の生産や販売に に、調べた過程や結果を
との て、地域社会の一員 見られる仕事の特色やそ 工夫して表現する。
ま評 としての自覚をもと れらの仕事と自分たちの
り価 うとする。 生活や国内の他地域など
規 との関連について考え、
準 適切に判断する。

こんにゃくの生産・ こんにゃくに関わる人々 こんにゃくの生産・加工 こんにゃくの生産や加工
単 加工販売に関わる人 の諸活動から学習の問題 販売の様子を見学したり 販売に関わる人々は、村
元 人の工夫や努力に関 を見いだし、見通しをも 調査したりして具体的に の自然条件を生かし、生
の 心をもち、意欲的に って追究・解決し、その 調べるとともに、その過 産を高める工夫や努力を
評 調べ、理解したこと 特色や人々の工夫や努 程や結果を分かりやすく しながら栽培しているこ
価 をもとに、その特色 力、国内の他地域との関 表現している。 とや、他地域に誇ること
規 を捉える視点や方法 連について考え、適切に ができるよりよい特産品
準 を明らかにしようと 判断している。 となるように努力してい

している。 ることを理解している。

①話し合いに意欲的 ①共通課題に対する自分 ①こんにゃく畑の分布や ①村内のこんにゃく畑・
に参加し、こんに の学習問題を決め、見 加工販売所の位置を白 加工販売のための施設
ゃくの生産や加工 通しある計画を考えて 地図に正しく書き込ん ・設備の様子・その働

学 販売について関心 いる。 だり、分かった事実を きについて理解してい
習 を示している。 ノートに記入したりし る。
活 ②学習課題について、調 ている。
動 ②調べたい事柄を具 査や資料等をもとに、 ②村の自然環境や、地域
に 体的に決め、意欲 村の冷涼な気温や山 ② さんからの取材・調 の人々の工夫や努力にK N
お 的に調べようとし 間部の地形、水はけが 査結果をもとに 「一年 よって、 村のこんに、 K
け ている。 よい土について比較し 間のこんにゃく芋栽培 ゃくが特産品となって
る ながら考え、 村がこ の仕方」等の視点別に いることを具体的な事K
具 んにゃく栽培に適した ノートに整理して分か 実をもとにして理解し
体 自然・地形条件である りやすくまとめたり、 ている。
の ことについて適切に判 発表したりしている。
評 断している。
価 ③加工販売所の さんかM
規 ③学習課題について調査 らの取材・調査結果を
準 や資料をもとに、 さ もとに 「こんにゃく作N 、

んの畑の土と学級園の りの仕方」等の視点別
土を比較しながら色や にノートに整理して分

、手触り等が違うわけに かりやすくまとめたり
ついて考え、 さんが 発表したりしている。N
土にかける手間の大切
さについて適切に判断
している。

④学習課題について調査
Mや資料等をもとに

さんらが生いも１００
％にこだわっているわ
けについて考え、消費
者に喜ばれる製品作り
のためであることにつ
いて適切に判断してい
る。



３ 指導と評価の計画（第３学年「こんにゃくは、ぼくらの村の特産品 ：全１４時間）」
（１）授業の流れ

第１次・こんにゃくを比べてみよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（
・村のこんにゃく畑や加工所はどこにあるの？・・・・・・・・・・・・・・ ３時間）（
・じっくり調べたいテーマを決めよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第２次・ さんのこんにゃくいも畑・いも保存小屋見学・・・・・・・・・・・・・ ２時間）N （
・こんにゃくいもの加工販売所見学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（
・見学して分かったことをまとめよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第３次・この村でこんにゃくがすくすく育つわけ・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（
・ さんの土づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）N （
・こんにゃくいも１００％の特産品を・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第４次・お世話になった人から学んだことをお手紙に書こう～単元のまとめ～・・・ １時間）（

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○こんにゃく ○村のこんにゃくと他の産 ○こんにゃくの違いや
を比べる活 地の製品を比べ、歯ごた 村内こんにゃくの味
動や学級園 えや味等について感想を のよさに気づくこと
での栽培体 交流する。 ができるように、見
験等を振り ・見た目 た目、におい、歯ご
返ることを ・食べ応え（歯ごたえ） たえ、味等から比較
通して、村 ・におい するように助言す
のこんにゃ ・味等 る。

（ ）く作りに興 資料４ ３種類のこんにゃく
味をもつこ 〈ア―①〉
とができる ○村のこんにゃく栽培や加 ○話し合いに意 ・こんにゃくの ○村のこんにゃく栽培。

工販売について知ってい 欲的に参加し 生産・加工販 ・加工販売に対する、
ることや、学級園での栽 こんにゃくの 売について知 興味を高めるため
培体験について交流する 生産や加工販 っていること に、学級園での栽培。
・５月からの学級園での栽 売について関 や、今までに 活動を振り返った
培活動の様子 心を示してい 自分が体験し り、東濃特産マップ
・村のこんにゃく畑や加工 る。 た栽培活動に 内にある村内のこん
販売所について ついて進んで にゃく記号を指し示
（資料５ 特産品マップ） 発言すること したりする。

ができたかを
〈単元を貫く共通課題〉 見届ける。

串原こんにゃくがおいし
くて、村の特産品になっ
ているのはなぜだろう。

○課題に対する予想をノー ○課題に対する予想が
トに書く。 もてない場合は、こ

んにゃく芋の栽培や
加工販売に関わる人
人を調べてはどうか
と助言する。

２ ○村内のこん ○前時の予想を交流する。
にゃく畑や

３ 加工販売所 ○こんにゃく作りに関わっ
所を見学す て、村のどこに・どのよ

４ ることを通 うな施設があるか知って
して、畑の いることを交流する。
分布や栽培 （資料７ 村・蒟蒻畑、K
の様子、加 蒟蒻加工販売所）
工所で行わ
れる大まか 〈ア―②〉
な作業内容 ○調べる方法について考え ○調べたい事柄 ○発言内容や白 ○見学に対する意欲を、
が分かる。 交流する。 を具体的に決 地図・ノート 高めることができる



め意欲的に調 記述 ように、白地図を提
村内のこんにゃく畑や加 べようとして ・ どこに・何 示し、どこに、どん「
工所をまわって 「どこに いる。 がある」に関 なこんにゃくの畑や、
・何がある」のかを見つ わって、知っ 施設・設備がありそ
けよう。 ていることを うか尋ねる。

発言したり、 ○特に畑では、畑内や
○村内のこんにゃく畑や加 調べてみたい 周囲の様子を捉える
工所販売を見学する。 という内容を ことができるよう
・村内のどこに畑はあるか はっきりさせ に、こんにゃく・土
・どのくらいの広さか ているかを見 ・設備・土地の高
・こんにゃくの成長の様子 届ける。 低、周りにあるもの
・畑の周囲の様子 等、見学する視点を
・加工販売所の位置、内部 投げかける。
で働く人の様子 等
（資料※ 村内の白地図）

〈ウ―①〉
○村内をまわって分かった ○こんにゃく畑 ・畑の分布につ ○白地図の記入では、
ことを白地図やノートに の分布や加工 いて正しく捉 畑の位置を正しく捉
まとめる。 販売所の位置 えることがで えることができるよ

を白地図に正 きたか、畑や うに、方位や地名、
しく書き込ん 加工販売所の 周りの山や川、主要
だり、分かっ 様子から、視 建物などを手掛かり
た事実をノー 点をはっきり にして判断するとよ
トに記入した させて分かっ いことを押さえる。
りしている。 た事実を記述 ○作業が進まない場合

できたかを白 は、見学した場所を
地図やノート 正しく捉えている他
から捉える。 の児童の作品を紹介

したり、指導者から
明らかにしたりす
る。

５ ○見学したこ ○見学して分かったことを
とをもとに 交流する。、
生産・加工 ・こんにゃく畑について
・販売の視 ・加工所について
点から、さ
らに自分で もっと調べたいことや、
調べてみた それを探り出す方法を考
いことやそ えよう。
の方法を決 〈イ―①〉
めることが ○もっと調べたいことや方 ○共通課題に対 ○発言内容やノ ○共通課題についてよ
できる。 法を、生産・加工・販売 する自分の学 ート記述 り幅広く調べるため

の三つの視点からそれぞ 習問題を決め ・生産・加工・ に、①こんにゃく芋、
れ考える。 見通しある計 販売の３つの 栽培について、②こ
・生産 画を考えてい 視点から、自 んにゃく作りについ

る。 分で調べたい て、③こんにゃく販・ さんの１年間の世話N
ことやその方 売についての三つの・村でこんにゃく芋がたくさ

法を具体的に 視点から考えるとよん栽培されているわけ等

・加工 考えることが いことを投げかけ
・ できたかを発 る。こんにゃく作りの手順

言内容やノー ○考えづくりに停滞が・働いている人について

ト記述から捉 みられる場合は、仲・施設や設備について等

・販売 える。 間の考えを紹介した
り、調査内容を例示・どこに出荷されているか

したりする。・どんな方法で売っているの

○こんにゃく栽培につか等

（資料※ さんのこんにゃ いては、 さんに意N N
く年表・加工所で働く人 識が向くように、学
の様子の写真・できあが 級園での栽培活動で
ったこんにゃく製品） 教えてくださった人
（資料２ “こんにゃくい を想起するように助
も作りの名人” さん年 言する。N
表）



○もっと調べたいことや方
法について交流する。

６ ○自分の学習 ○本時の見学の視点や方法 ○土作りに関しては、
計画に従っ を確かめる。 全ての児童が さN

７ て さんの んの堆肥小屋の様子N
こんにゃく 自分が決めた学習計画を を観察することがで
芋栽培につ もとにして、 さんのこ きるように配慮すN
いて調べ、 んにゃく芋栽培について る。
分かったこ 調べよう。
とや疑問に ○こんにゃく栽培に適
思ったこと した自然環境の条件
をノートに ○畑に行き、 さんからこ に気付くことができM
まとめたり んにゃく栽培に関わる話 るようにそれに関わ、
発表したり を聞いたり、施設・設備 る内容についても話
することが を見学したりする。 して頂くよう、事前
できる。 ・一年間の世話 に さんに依頼すN

・村でこんにゃく作りがさ る。
かんなわけ
・こんにゃく芋保存小屋内 ○こんにゃく芋の保存
の様子等 小屋では、 さんがN

行う冬場の温度管理
に気付くことができ
るように、ストーブ
や温度計に着目する
よう助言する。

〈ウ―②〉
○見学して分かったことな ○ さんからの ○ノートの記述 ○ノートにまとめる段N
どをノートにまとめたり 取材・調査結 や発言内容 階で停滞がみられる、
発表したりする。 果をもとに、 ・ノート記述で 場合は、分かりやす

「一年間のこ は、事実だけ くまとめてある仲間
んにゃく芋栽 でなく自分の のノートを紹介した
培の仕方」等 考えを加えて り、まとめ方を例示
の視点別にノ いたか、図や したりして、イメー
ートに整理し 表を活用して ジがもてるようにす
て分かりやす 分かりやすく る。
くまとめたり 記述すること、
発表したりし ができたか。
ている。 発言内容で

は、それらを
分かりやすく
発言できてい
たかという視
点で捉える。

８ ○自分の学習 ○本時の見学の視点や方法
計画に従っ を確かめる。

９ てこんにゃ
くの加工販 自分が決めた学習計画を
売所で働く もとにして、加工販売所
人々につい の人々のこんにゃく作り

。て調べ、分 や販売について調べよう
かったこと
や疑問に思
ったことな ○加工販売所に行き、所員 ○作業手順では、特に
どをノート の方からこんにゃく作り 茹でたこんにゃく芋
にまとめた に関わる話を聞いたり、 を練る段階で、こん
り、発表し 施設や設備を見学したり にゃく芋の加減を見
たりするこ する。 て加える水の量を調
とができる ・こんにゃく作りの作業手 節していることに気。

順 付くことができるよ
うに、事前に、話の

・作る機械やいもの冷蔵庫 中でそのことについ
・作っているこんにゃくの ても触れてもらうよ



種類 う加工販売所の方に
・販売方法や出荷先等 依頼する。

○販売については、発
送・配達先を詳しく
聞き取るよう助言
し、国内の至る所に
製品が送られている
ことに気付くことが
できるようにする。

〈ウ―③〉
○見学して分かったことを ○加工販売所の ○ノートの記述 ○ノートにまとめる段
ノートにまとめる。 さんからの や発言内容 階で停滞がみられるM

取材や調査結 ・ノートの記述 場合は、分かりやす
果をもとに、 では、事実だ くまとめてある仲間
「こんにゃく けでなく自分 のノートを紹介した
作りの仕方」 の考えを加え り、まとめ方を例示
等の視点別に ていたか、図 して、イメージがも
ノートに整理 や表を活用し てるようにする。
して分かりや て分かりやす
すくまとめた く記述 する
り、発表した ことができた
りしている。 か。

発言内容で
は、それらを
分かりやすく
発言できてい
たかという視
点で捉える。

○見学して分 ○二回の見学を通して分か10
。かったこと ったことなどを整理する

や発見を交
流すること 村内のこんにゃく生産・

M Mを通して 加工・販売について、、
さんが行う さんや加工販売所の人を
１年間の世 見学して分かったことを
話等や加工 まとめよう。
販売所の人
人の働きぶ ○生産・加工・販売の３つ ○交流が進まない場合
り、施設や の視点から、それぞれ分 は、見学した場所を
設備の様子 かったことなどを交流す 正しく捉えている他
等をまとめ る。 の児童の発言やノー
ることがで （資料※ ぼくの・わたし トの記述内容を紹介
きる。 の発見の写真） したり、見学した事

実を提示したりす
る。

〈エ―①〉
○仲間の発見や考えをもと ○村内のこんに ○発言内容や ○ノートなどにまとめ
に生産・加工・販売の３ ゃく畑・加工 ノート記述 直す段階では、生産
つの視点からノートなど 販売のための ・生産、加工、 ・販売・加工の３つ
のまとめを見直す。 施設や設備の 販売のそれぞ の視点に関わって見

様子、その働 れの視点か 直し、記述すように
きについて理 ら、人々の努 助言する。活動中に
解している。 力や工夫、施 停滞が生じたり、内

設や設備につ 容の不足が見られた
いて、事実を りした場合は、交流
もとに正しく した内容や他の児童
捉えることが がまとめた内容を例
できたかとい 示する。
う視点で捉え
る。

○ 村と 市 ○ 村と 市のこんにゃく ○育ちぶりの違いに気11 K G K G
のこんにゃ の育ちぶりを比べる。 付けるように、気付



くの育ちぶ かねば葉の広がり具（資料８ 同じ時期に植えたこ

りや気候・ 合、茎の高さ・太さんにゃく芋の育ちぶりの違い

地形条件の に注視するように助・実物）

違いを比較 言する。
し、その理 同じ時期に植えたのに、
由を考える 串原村で植えたこんにゃ
ことを通し くの方がよく育っている
て、 村の のはなぜだろう。K
冷涼な気温 〈イ―②〉

Gや山間部の ○見学体験や資料をもとに ○学習課題につ ○発言内容やノ ○気温については、
、地形、水は 育ちぶりが違うわけにつ いて調査や資 ート記述 市と 村の比較とK

けのよい土 いて追究し、考えを交流 料等をもとに ・ 村の気候、 こんにゃくがよく育、 K
がこんにゃ する。 村の冷涼な 土壌、場所、 つ限界の温度（３０K
く栽培に適 気温や山間部 台風等の自然 ℃）を提示し、こん（資料※ 村と 市の気温）K G
しているこ の地形、水は 環境が、こん にゃく栽培に適した（資料９ 地形を強調したジオ

とが分かる けがよい土に にゃく栽培に 気温であることに気。 ラマ・写真）

ついて比較し 適しているこ 付くことができるよ（資料※台風が通過中の 村・K
ながら考え とについて、 うにする。VTR） 、K
村がこんにゃ それぞれの根 ○山間部の地形につい
く栽培に適し 拠をはっきり ては、ジオラマを提○土中にしみ込む水の比較実験

た自然・地形 させて考え、 示し、風（台風）がを通して、土もこんにゃく栽

条件であるこ 発言したり記 こんにゃくに与える培に適していることに気づく

とについて適 述したりする 影響とつなげて考えことができる。

（資料１０ 土中にしみ込 切に判断して ことができた るように助言する。
む水の違い） いる。 かという視点 ○しみ込む水の違いに

で捉える。 注目できるように
し、 村の土が“水K
はけのよい土”であ
ることが実感できる
ようにする。

○本時の学習で分かったこ
とをまとめる。

○学級園と ○ さんの畑の土と学級園 ○同じ村内の畑の土な12 N N
さんの畑の を比べる。 のに、手触りや色、
土を比べて におい、含まれてい（資料１１ さんの畑土と学N
考えること る物に違いがあると級園の畑土）

を通して、 いう事実に気付くこ
さんはよ 同じ村内なのに、 さん とができるように、N N

いこんにゃ の畑の土が、学級園の土 ２つの土を細かく観
く芋を作る と比べて色や手触りが違 察する時間を保障す
ために、堆 うのはなぜだろう。 る。
肥作り等の 〈イ―③〉
土作りを長 ○自分の予想から、見学や ○学習課題につ ○発言内容やノ ○土作りにかける手間
年続けてい 体験、資料をもとに土が いて調査や資 ート記述 がよりよいこんにゃ
ることが分 違うわけについて追究し 料等をもとに ・ さんの土作 く芋づくりにつなが、 、 N
かる。 考えを交流する。 さんの畑の りについて、 るという見方を深めN

土と学級園の 土が違うのは るために 「 さん（資料１２ さんの堆肥づくN 、 N
土を比較しな 長年の工夫や が土にこのような世り）

がら違うわけ 努力がなされ 話をしないとどうな（資料※ さんが化学肥料をN
について考え ていたためで るか」等について、使わないわけ） 、
さんが土に あることにつ 問いかける。（資料１３ さんと学級園のN N

かける手間の いて、根拠を ○来シーズンに向けて蒟蒻芋）

大切さについ はっきりさせ 夏のうちに堆肥づく（資料１４ 土作りが施さ れ

て適切に判断 て考え、発言 りをしている さていない土） N
している。 したり記述し んの姿や、３１年間○ さんの話や土作りが全く施N

たりすること 土作りを続けてきたされていない土（サバ土）を

ができたかと ことについて問いか通して、 さんがよりよいこN
いう視点で捉 け、その努力に気付んにゃくいもを作るために長

える。 くことができるよう年土作りを続けてきたことに

にする。気づくことができる。

○本時の学習で分かったこ
とをまとめる。



○販売加工所 ○生芋と粉芋の加工手順や ○粉芋を使用すれば、13
の さんら 材料費を比べる。 材料費が安く、しかM
が生いも１ も作業が楽になると（資料※ 生芋と粉芋の加工手

００％にこ いう事実に気付くこ順・材料費）

だわり、手 とができるように、
間をかけて 加工所の さんらが、材 資料中の材料費や加M
作業してい 料費が高く手間がかかっ 工手順を比較して考
る理由等考 ても 生いも１００％にこ えるように助言す
えることを だわってこんにゃくを作 る。

。通して、お っているのはなぜだろう
客さんに喜 〈イ―④〉
んでもらえ ○自分の予想から、見学や ○学習課題につ ○発言内容やノ ○こんにゃくを味わう
るよい特産 体験、資料をもとに生い いて、調査や ート記述 活動中に歯ごたえや
品を作り出 もだけを使うわけについ 資料等をもと ・ さんらが 味の違いについて問M
していきた て追究し、考えを交流す に、 さんら 生いもだけを いかけ、生いも加工M
いと願い作 る。 が生いも１０ 使う理由につ 品のよさに気付くこ
業をしてい ０％にこだわ いて、根拠を とができるようにす（資料※ お客さんの声）

ることが分 っているわけ はっきりさせ る。（資料※ 生産者 さんと加M
かる。 について考え て考えて発言 ○生いも加工のよさに工販売者 さんの話）N 、

消費者に喜ば したり記述し 対する見方を深める○ さんの話やこんにゃくをM
れる製品作り たりすること ために 「味には自食べ比べる活動を通して、お 、

M客さんに喜ばれるよい製品を のためである ができたかと 信がある という」
ことについて いう視点で捉 さんの声 「味のよ作り出していきたいと願って 、
適切に判断し える。 いものを」という消いることに気づくことができ

ている。 費者の声についてどる。

う思うか問いかけ（資料※ 生いもと粉いも使用

る。のこんにゃく製品）

○本時の学習で分かったこ
とをまとめる。

○今まで学習 ○今までお世話になった人 ○生産・加工・販売の14
したことを について振り返る。 それぞれについて、
手紙に書く 特に「分かったこと
ことを通し 今まで学習して分かった ・すごいと思ったこ
て、村の自 ことをまとめて、お世話 と」は何かを問いか
然環境や地 になった人にお手紙を書 ける。
域の人々の こう。 ○手紙を書く活動に対
工夫や努力 する意欲が高まるよ
によって、 うに、今までの学習
村のこん の中で関わって下さK

にゃくは特 った人の行為や好意
産品となっ について紹介する。
ていること 〈エ―②〉
や今後の学 ○今までの学習で分かった ○村の自然環境 ○手紙の内容や ○手紙の中身として、
級園での栽 ことや、今後の学級園で や、地域の人 発言内容 左記①～③の内容に
培活動に対 の栽培活動に対する思い 人の工夫や努 ・①村の自然環 にふれて記述するよ
する思いを を加えて手紙を書く。 力によって、 境 うに助言する。活動
まとめるこ 村のこんに ②生産から販 中に停滞が生じたK
とができる ゃくが特産品 売に至るま り、内容の不足が見。

となっている での人々の られたりした場合
（資料※ 前時までに使用 ことを具体的 工夫や努力 は、前時までの学習
した資料） な事実をもと ③今後の学級 内容が想起できるよ

にして理解し 園における うに、使用した資料
ている。 栽培活動 やノートに記述した

○手紙の内容や今後のこん この三つに関 内容を例示する。
にゃく栽培活動について わって記述や
交流する。 発言をするこ

とができたか
という視点で
捉える。



事例 小学校社会科（第３・４学年複式） 東濃地区（ 小学校）K

１ 単元について

対象 小学校 第４学年 小学校 第３学年
学年

学習
指導 第４学年の内容（５）ア、イ 第３学年の内容（２）ア、イ
要領

単元 「ヘボは、昔から続く村の食文化」 「こんにゃくは、ぼくらの村の特産品」
名 （ヘボ：学名 クロスズメバチ）

（全１３時間） （全１４時間）

単元 ○地域の人々の生活の変化や地域に残る ○こんにゃくの生産・加工販売に関わる
目標 食文化（ヘボを食す）等の文化財・年 人々の工夫や努力に関心をもち、意欲

中行事、それに関わる人々の働きに関 的に調べ、理解したことをもとに、そ
心をもち、それを意欲的に調べること の特色を捉える視点や方法を明らかに
を通して、地域社会に対する誇りと愛 することができる。

（ ）情をもつことができる。 社会的事象への関心・意欲・態度
（ ）社会的事象への関心・意欲・態度

○こんにゃくに関わる人々の諸活動から
○地域の人々の生活の変化や文化財・年 学習の問題を見いだし、見通しをもっ
中行事に関わる人々の諸活動から学習 て追究・解決し、その特色や人々の工
の問題を見いだし、見通しをもって追 夫や努力、国内の他地域との関連につ
究・解決し、昔の人々の暮らしぶり、 いて考え、適切に判断することができ
知恵や工夫、継承に取り組む人々の工 る。

（ ）夫や努力、願いについて考え、適切に 社会的な思考・判断
判断することができる。

社会的な思考・判断 ○こんにゃくの生産・加工販売の様子を（ ）
見学したり調査したりして、仕事の特

○地域の人々の生活の変化や地域に残る 色について具体的に調べると共に、そ
食文化等の文化財・年中行事につい の過程や結果を分かりやすく表現する
て、昔の道具や受け継がれている様子 ことができる。

（ ）を見学したり調査したりして調べると 観察・資料活用の技能・表現
共に、その過程や結果を分かりやすく
表現することができる。 ○こんにゃくの生産や加工販売に関わる

観察・資料活用の技能・表現 人々は、村の自然条件を生かし、生産（ ）
を高める工夫や努力をしながら栽培を

○地域の生活の変化や過去の生活におけ していることや、他地域に誇ることが
る人々の知恵や工夫に気付いたり、地 できるよりよい特産品となるように努
域に残る食文化等の文化財・年中行事 力していることを理解できる。

（ ）には、人々の工夫や努力、願いが込め 社会的事象についての知識・理解
られていることを理解したりできる。
（ ）社会的事象についての知識・理解

配慮 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工
事項 夫 夫

○単元指導計画作成上の工夫 ○単元指導計画作成上の工夫
・子どもの生活と比べやすい昔の道具、 ・子どもが学級園で行っているこんにゃ
食生活とつながる教材を選定した。 く栽培と重なる教材を選定した。

・子どもの思考の流れを大切にした指導 ・子どもの思考の流れを大切にした指導
計画となるよう次のような場を設定 計画となるよう次のような場を設定
し、単元を構成した。 し、単元を構成した。
①単元を貫く共通課題を設定する場 ①単元を貫く共通課題を設定する場
②個々のテーマに基づいて見学や調査 ②個々のテーマに基づいて見学や調査
する場 する場
③見学や調査で分かったこと疑問に思 ③見学や調査で分かったこと疑問に思
うことなどを整理したり交流したり うことなどを整理したり交流したり
する場 する場
④指導内容に基づいて事象の意味を深 ④指導内容に基づいて事象の意味を深
く追究する場 く追究する場



⑤自己追究を広げる場 ⑤単元全体を振り返る場
・ヘボ食文化に関わっては、社会的事象 ・こんにゃくに関わる社会的事象を正し
を実感を伴って捉えることができるよ く捉えるために、見学や調査の時間を
うに、ヘボ追い体験の時間を位置づけ 十分に確保した。
た。 ○単位時間の工夫

○単位時間の工夫 ・特産品の味見、生産者の畑土観察等の
・ヘボ飯・ヘボの巣の実物や昔の道具等 体験活動や、こんにゃくの生育状況を
を用いて資料化し、子どもが 五感を 示す実物を用いて資料化し、子どもが
駆使して意味追究できるように配慮す 五感を駆使して意味追究できるように
ると共に、観察や追究の視点（何を見 配慮した また 観察や追究の視点 何。 、 （
て、どのように考えるとよいか）を具 を見て、どのように考えるとよいか）
体的に示した。 を具体的に示した。

・調査については、事前に何を調べると ・調査については、事前に何を調べると
よいかを話し合い、子ども自身が見学 よいかを話し合い、子ども自身が見学
の視点をもって調べることができるよ の視点をもって調べることができるよ
うにした。また、全ての子どもに正し うにした。また、全ての子どもに正し
く捉えさせたい事象については、その く捉えさせたい事象については、その
場で意図的に指導・援助した。 場で意図的に指導・援助した。

○複式学級における個に応じたきめ細か ○複式学級における個に応じたきめ細か
な指導の工夫 な指導の工夫

・複式学級において、それぞれの学年の ・複式学級において、それぞれの学年の
指導内容を確実に身に付けることがで 指導内容を確実に身に付けることがで
きるように、単位時間内における「わ きるように、単位時間内における「わ
たり・ずらし」の学習形態の確立等を たり・ずらし」の学習形態の確立等を
図った。 図った。

（ ． ） （ ． ）６ 参考資料 資料１ 参照 ６ 参考資料 資料１ 参照

参考 資料１： 複式授業の成立”に向けた 資料１： 複式授業の成立”に向けた“ “
資料 取り組みについて り組みについて

資料３： ヘボの神様”といわれる さ 資料２： こんにゃくいも作りの名人”“ “M
ん年表 第６～７時 さん年表 （第５時）（ ） N

資料 ：ヘボ飯 資料４：３種類の蒟蒻１５
（第１時） （第１時）

資料 ： 想山著聞奇集」 資料５：特産品マップ１６ 「
（第１時） （第１時）

資料 ：ヘボ追い 資料６： 村・こんにゃく畑１７ K
（ ） （ ）第４～５時 第２～４時

資料 ： さんの生堀りの様子 資料７： 村・こんにゃく加工販売所１８ M K
（ ）（第１０時） 第２～４時

資料 ： さんの生堀りの手順 資料８：同じ時期に植えたこんにゃく芋１９ M
（第１０時） の育ちぶりの違い（第１１時）

資料 ： さんの保存～放ち 資料９：地形を強調したジオラマ２０ M
（第１１時） （第１１時）

資料 ：会員の協力のもと、女王蜂を解 資料 ：土中にしみ込む水の違い２１ １０
き放つ場所 （第１１時） （第１１時）

資料 ： さんの失敗 資料 ： さんの畑土と学級園の畑２２ １１M N
（第１１時） （第１２時）

資料 ：女王バチ一匹だけでつくる巣 資料 ： さんの堆肥づくり２３ １２ N
（第１１時） （第１２時）

資料 ： さんと学級園の蒟蒻芋１３ N
※：記載していない資料 （第１２時）

資料 ：土作りが施されていない土１４
（第１２時）

※：記載していない資料



両 ４年生「ヘボは、昔から続く村の ３年生「こんにゃくは、ぼくら学級担任に
単 時 食文化 （全１３時間） の村の特産品 （全１４時間） 時」 」よる指導
元
の １ ・ヘボ飯を食べてみよう ・こんにゃくを比べてみよう １
指
導 ２
の 算数・書写・音楽 ・村のこんにゃく畑や加工所は
流 （担任以外の職員による指導） どこにあるの？ ３

（ ）れ 見学・調査
４

２ ・村の郷土館見学 書写・音楽
（ ） （ ）見学・調査 担任以外の職員による指導

３

４ ・昔から今の人々の生活変化を ・ ５じっくり調べたいテーマをきめよう
まとめよう

（担任以外の職員による指導）５ 算数

６
算数・音楽 ・ さんのこんにゃく畑・芋保N

（担任以外の職員による指導） 存小屋見学 ７
（ ）見学・調査

６ ・ さんのヘボ小屋見学 算数・音楽M
（ ）（見学・調査） 担任以外の職員による指導

７

・こんにゃく芋の加工販売所見 ８
算数・書写・音楽 学

（担任以外の職員による指導） 見学・調査 ９（ ）

１０・見学して分かったことをまとめよう

８ ・ さんと共にヘボ追い」体験 書写・音楽「M
（ ） （ ）見学・調査 担任以外の職員による指導

９

・この村でこんにゃく芋がすく
１０ １１・ さんのヘボの巣堀り すく育つわけM

１１ １２・ ・ さんの土づくり女王バチを育て山にかえす さんM 本 時 N

１３・こんにゃくいも１００％の特産品を
・受け継ぐぞ、村の文化財・年１２
中行事～単元のまとめ～ ・お世話になった人から学んだ

１３ １４ことをお手紙に書こう～単元
のまとめ～

※見学・調査については、３・４年の両学年に必ず指導する教師がついて学習を進
められるように、上記のように指導計画を工夫した。



２ 単元の評価規準（第４学年「ヘボは、昔から続く村の食文化 ）」

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・判断 ウ 観察・資料活用の技 エ 社会的事象について
関心・意欲・態度 能・表現 の知識・理解

内 地域の人々の生活の 地域の人々の生活の変化 地域の古い道具、文化財 地域の人々の生活の変化
容 変化や地域の発展に や地域の発展に尽くした や年中行事、地域の発展 や人々の願い、地域の人
のご 尽くした先人の働き 先人の働きから学習の問 に尽くした先人の具体的 人の生活の向上に尽くし
まと に関心をもち、それ 題を見いだして追究・解 事例を的確に見学や調査 た先人の働きや苦心を理
との を意欲的に調べるこ 決し地域の人々の生活と したり、年表にまとめた 解している。
ま評 とを通して、地域社 願いを実現していく地域 りして調べるとともに、
り価 会に対する誇りと愛 の人々の工夫や努力との 調べた過程や結果を工夫
規 情をもとうとする。 関連を考え、適切に判断 して表現する。
準 する。

地域の人々の生活の 地域の人々の生活の変化 地域の人々の生活の変化 地域の生活の変化や過去
単 変化や地域に残る食 や文化財・年中行事に関 や地域に残る食文化等の の生活における人々の知
元 文化（ヘボを食す） わる人々の諸活動から学 文化財・年中行事につい 恵や工夫に気付き、地域
の 等の文化財・年中行 習の問題を見いだし、見 て、見学や調査をして調 に残る食文化等の文化財
評 事、それに関わる人 通しをもって追究・解決 べるとともに、その過程 ・年中行事には、人々の
価 人の働きに関心をも し、昔の人々の暮らしぶ や結果を分かりやすく表 工夫や努力、願いが込め
規 ち、それを意欲的に りや知恵や工夫、継承に 現している。 られていることを理解し
準 調べることを通して 取り組む人々の努力・工 ている。、

地域社会に対する誇 夫、願いについて考え、
りと愛情をもとうし 適切に判断している。
ている。

①話し合いに意欲的 ①昔の道具や郷土館の館 ①自分が調べてみたいテ ①地域に暮らす人々の生
に参加し、昔の人 員さんの話をもとにし ーマにそって、 さん 活の変化や過去の生活M
人の暮らしぶりや て、当時の人々の暮ら やヘボ小屋等を見学や における人々の知恵や

学 ヘボ、見学計画作 しぶりについて考え、 調査し、分かった事実 工夫について理解して
習 り等について関心 昔の人々の知恵や工夫 や自分の考えを「ヘボ いる。
活 を示している。 について適切に判断し 飼いの仕方」等の視点
動 ている。 別にノートに整理して ②村に残る他の文化財や
に 分かりやすくまとめた 年中行事には、ヘボに
お ②学習課題について、調 り、発表したりしてい ついての学習結果と同
け 査や資料等をもとに、 る。 様に人々の願いが込め
る さんがていねいに られていることを理解M
具 巣を掘り出すわけにつ ②ヘボ追い体験を通して している。
体 いて考え、これからの 分かった さんの工夫M
の ヘボ飼い等に対する や努力等を踏まえて、
評 さんの願いについ 「ヘボ追いの仕方」等M
価 て適切に判断してい の視点別にノートに整
規 る。 理して分かりやすくま
準 とめたり、発表したり

③学習課題について、調 している。
査や資料等をもとに、
さんが 会員にヘボM

を分配保存したり、村
全体に放っていたりす
るわけについて考え、
女王バチや村民に対す
る さんの願いにつM
いて適切に判断してい
る。



３ 指導と評価の計画（第４学年「ヘボは、昔から続く村の食文化 ：全１３時間）」
（１）授業の流れ

第１次・ヘボ飯を食べてみよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（
第２次・村の郷土館見学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

・昔から今の人々の生活変化をまとめよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（
（ ）第３次・ さんのヘボ小屋見学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間M

「 」 （ ）・ さんと共にへぼ追い 体験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間M
（ ）・ さんのヘボの巣堀り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間M
（ ）・女王バチを育て山にかえす さん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間M

第４次・受け継ぐぞ、村の文化財・年中行事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○ヘボ飯の試 〈ア―①〉
食や昔の人 ○ヘボ飯を試食する。 ○話し合いに意 ○ヘボ飯の試 ○ヘボ飯を食べること
人の暮らし （資料 ヘボ飯） 欲的に参加し 食、昔の写真 に抵抗を示す子に対１５ 、

、 、ぶりを示す ○村人の昔の暮らしや今も 昔の人々の暮 に対する発言 しては 無理に勧ず
写真等を見 続けられているヘボ追い らしぶりやヘ 内容、ノート 知っていることにつ、
ることを通 年中行事等について、知 ボ、見学計画 への記述 いて発言できるよう
して、昔の っていることを交流する 作り等につい ・ヘボや年中行 に助言する。。
人々の生活 （資料 「想山著聞奇集」 て関心を示し 事、昔の人々 ○現在だけでなく、昔１６
や村で続け の一部） ている。 の暮らしぶり の人々の生活ぶりを
られている （資料※昔の人々の暮らし について、自 知る必要があること
ヘボ取り等 ぶりが分かる写真） 分の知ってい を「想山著聞奇集」
について調 ることを進ん の文から押さえ、①
べようとす 単元を貫く共通課題 で発言するこ 昔の人の暮らしぶ
る意欲を高 とができたか り、②ヘボの食文化
め、具体的 昔から「ヘボ追い」など を見届ける。 の二つの視点で計画
な計画を立 の行事が、村の人々の中 ・昔の人々の暮 を立てるように助言
てることが で続けられてきたのはな らしぶり・ヘ する。
できる。 ぜだろう。 ボ食文化を視

点にして、自 ○昔の人々の暮らしぶ
○課題に対する予想を交流 分で調べたい りについては、身近
する。 ことやその方 なお年寄りや郷土館
○共通課題について調べた 法を具体的に の道具、館員の話を
いテーマを決め、ノート 考えることが 通して調べるとよい
に書いて交流する。 できたかを発 ことを紹介する。
・昔の人の暮らしぶりにつ 言内容やノー
いて ト記述から捉
・続けられている“へぼ追 える。
い・飼い”について

２ ○村の郷土館 ○調べたいテーマを確認す
内の道具を る。

３ 見学や調査
したり、館 道具や館員さんの話から
員さんから 昔の人々の暮らしぶりや
話を聞いた 知恵・工夫をさぐりだそ
りすること う。
を通して、
当時の人々 〈イ―①〉
の暮らしぶ ○郷土館内の道具等を見学 ○昔の道具や郷 ○見学・調査し ○道具を通して人々の
りや知恵・ する。 土館の館員さ ている様子や 暮らしぶりや知恵・
工夫に気付 ・衣食住について んの話をもと ノート等の記 工夫に気付くことが
く。 ・農作業について にして、当時 述 できるように、

・山仕事について 等 の人々の暮ら ①材質・自分のテーマに

しぶりについ ②形状そって、意欲的

て考え、昔の ③使用目的に道具調べをし

人々の知恵や ④利点たり、館員に聞

工夫について ⑤当時の暮らしき取りをしたり

○見学・調査して分かった 適切に判断し ⑥現在ではしているかを見



ことや疑問に思うことを ている。 等の視点をもって調届ける。

カードやノートにまとめ べるように助言す・ノート等に当時

る。 る。の人々の暮らし

ぶりや知恵・工

夫に関わる内容

を記述すること

ができたか確か

める。

４ ○郷土館の見 ○見学して分かったことを
学・調査結 交流する。

５ 果をまとめ
る活動を通 調査結果から、昔から今
して、生活 にいたるまでの人々の生
の変化や当 活の変化や知恵・工夫を
時の人々の まとめよう。
知恵・工夫 〈エ―①〉
が分かり、 ○調査結果をもとに「生活 ○地域に暮らす ○発言内容やノ ○停滞がみられる場合
ヘボについ 移り変わり年表」や「人 人々の生活の ート記述 は、他の児童の作品
て調べる意 々の知恵・工夫カード」 変化や過去の ・年表やカード を紹介したり、①～
欲を高める にまとめる。 生活における 内では、 ③の視点別にまとめ
ことができ 人々の知恵や ①人々の生活の ることを例示したり
る。 ○仕上げた年表・カードに 工夫について 移り変わり する。

ついて交流する。 理解している ②知恵・工夫 ○左記の三つの視点に。
③自分の考えや そって子どもに発問
意見 し、まとめて板書す
以上の三つの るように配慮する。
視点で分かり
やすくまとめ
ることができ
たかで捉え
る。

○昔から続けられているヘ ○ヘボ食文化について
ボ追いなどの行事につい の調査意欲が高まる
て、知っていることや疑 ように、それに関わ
問に思うことを交流し、 る写真や道具を提示
見学に対する意欲を高め し、
る。 ・ヘボについて
（資料 ヘボ追い・飼い ・飼い箱や道具の変１７
等に関わる写真・道具） 化

・村のヘボ愛好会に
ついて
等の視点をもって調
べるように助言す
る。

６ ○ さんの話 ○本時の見学の視点や方法 ○ さんには、子どM M
を聞いたり を確かめる。 もの調べたいテーマ、

７ ヘボ小屋の や昔から今のヘボ追
様子等を見 自分が決めた計画をもと い・飼育・保存につ
学や調査し にして、 さんからヘボ いて話して頂けるよM
たりするこ について学ぼう。 う事前に依頼してお
とを通して く。、
分かったこ
とをノート ○ さんからヘボについて ○飼育や保存に関わるM
にまとめた の今昔に関わる話を聞い さんの工夫や努M
り、発表し たり、ヘボを育てるため 力に気付くことがで
たりするこ の小屋や道具などを見学 きるように、飼育箱
とができる したりする。 やヘボ小屋の中の道。

・ さんの今までの暮らし 具などを調べたり、M
・ヘボに関わる一年 さんに尋ねたりM
・ヘボ追い・飼い・保存の するように助言す
仕方等 る。



〈ウ―①〉 ○ノートの記述 ○ノートなどにまと
○見学や調査して分かった ○自分が調べて や発言内容 める段階で停滞がみ
ことや疑問に思ったこと みたいテーマ ・ られる場合は、分かノートでは、

などを交流し、ノートに にそって さ りやすくまとめてあM 事実だけでなく

まとめる。 んやヘボ小屋 る他の児童のノート自分の考えや疑

等を見学や調 を紹介したり、まと問などを加えて

（資料３ さん年表） 査し、分かっ め方を例示したりすM いたか、図や表

た事実や自分 る。を活用して分か

りやすく記述すの考えを「ヘ
ることができたボ飼いの仕方」
か。発言内容で等の視点別に
は、それらを分ノートに整理
かりやすく発言して分かりや
できていたかとすくまとめた
いう視点で捉えり、発表した
る。りしている。

○交流の段階でみられたヘ
ボ追いについて、分かっ
たことや疑問に思ったこ
とについて交流し、見学
の視点や約束（安全に関
わって）を決める。

、８ ○ さんと共 ○ヘボ追い体験について見 ○体験における ○ さんの行為にはM M
にヘボ追い 学の視点や約束を確かめ 発言・ノート それぞれに根拠があ

９ 体験をする る。 記述 ることに気付くこと
ことを通し ができるように な、「
て、 さん さんと共にヘボ追い ・発言やノート ぜそうするのか」をM M
の工夫や努 をして、ヘボの巣を見つ 記述に さ 尋ねるように助言すM
力について けよう。 んの努力・工 る。
分かったこ 夫に関わる内
とや疑問に 容が見られる
思うことを ○ さんと共にヘボ追い体 かで捉える。M
ノートにま 験をする。
とめたり、 ・場所選び
発表したり ・エサおき
することが ・目印もたせ
できる。 ・ヘボ追い等

〈ウ―②〉
○ヘボ追い体験を通して分 ○ヘボ追い体験 ○ノートの記述 ○まとめる段階で停滞
かったことをノートにま を通して分か や発言内容 がみられる場合は、
とめ、交流する。 った さんの ・ 分かりやすくまとめM ノートでは、

工夫や努力等 てある他の児童のノ事実だけでなく

を踏まえて、 ートを紹介したり、自分の考えや疑

「ヘボ追いの まとめ方を例示した問などを加えて

仕方」等の視 りする。いたか、図や表

を活用して分か点別にノート
りやすく記述すに整理して分
ることができたかりやすくま
か。発言内容でとめたり、発
は、それらを分表したりして
かりやすく発言いる。
できていたかと

いう視点で捉え

る。

○本時発見したヘボの巣を
さんはどのように扱うM

かについての予想を交流
する。

○ さんの長 ○ さんの生堀りの様子を ○ さんの顔や手先10 M M M
年の経験に 見る。 に着目して をVTR
基づく生堀 見るように投げかけ（資料 さんの生堀りの様１８ M



りの工夫に る。子・ ）VTR
ついて考え ○かかった時間や煙幕（資料 さんの生堀りの手１９ M
ることを通 を使う方法もあると順）

して、今後 いう事実を提示し、
のヘボ飼い けむり一吹きだけ・３時 課題化を図る。
のために、 間以上かけて、 さんがM
ヘボを弱ら ていねいに巣を掘り出し
せたり巣を ているのはなぜだろう。
傷つけたり 〈イ―②〉
したくない ○見学体験や資料をもとに ○学習課題につ ○発言内容やノ ○ヘボや巣を大切に扱、 、
山を保存し さんがていねいに生堀 いて、調査や ート記述 う さんに対するM M
ていきたい りしているわけについて 資料等をもと ・ さんの願 見方や考え方を深めM
という さ 追究し 考えを交流する に、 さんが い（①ヘボを るために 「煙幕をM M、 。 、
んの願いが （資料※ さんの“いぶし ていねいに巣 弱らせない・ 使えば手間をかけなM
分かる。 ”の移り変わり） を掘り出して ②巣を傷つけ くとも掘り出せるの

（資料※ さんの話） いるわけにつ ない・③山を に」などを問いかけM
（資料※煙幕） いて考え、今 保存したい） る。

後のヘボ飼い について、そ ○ さんの土を丁寧○ さんの話と掘った土を元にM M
等に対する れぞれの根拠 に戻す行為と思いに戻している写真から、山を保 M
さんの願いに をはっきりさ ついて問いかけ、山存していきたいという さんM
ついて適切に せて考えて発 を保全していきたいの願いに気付く。

（資料※土を元に戻す さ 判断している 言したり記述 という願いに気付くM 。
ん・写真・ ） したりするこ ことができるようにVTR

とができたか する。
という視点で
捉える。

○本時の学習で分かったこ
とをまとめる。

○ さんが女 ○ さんの女王バチ保存の ○ さんの表情や使11 M M M
王バチを保 様子や村内の解き放ち場 っている道具に着目
存分配し、 所を見る。 して を見るよVTR
村内の各地 （資料 さんの女王バ うに働きかける。２０ M
域に分けて チ保存～放ち・写真・ ○ さんだけで保存M
放っている ） したり、家の近くだVTR
事実につい （資料 会員の協力のも けで放ちをしたりし２１
て、その理 と、女王バチを解き放つ ていないという事実
由を考える 場所） を押さえ、課題化を
ことを通し 図る。
て、 さん さんが女王バチを会員M M

、は一匹でも に配って冬越しさせたり
多くの女王 村全体に放ったりしてい
バチを育て るのはなぜだろう。
あげ、村の 〈イ―③〉
ヘボが絶え ○見学体験や資料をもとに ○学習課題につ ○発言内容やノ ○会員に女王バチを分
ないように 女王バチの分配保存、村 いて、調査や ート記述 配することが、万一
しているこ 全体の放ちを行うわけに 資料等をもと ・ さんの願 に備えた行為でもあM
とが分かる ついて追究し、考えを交 に、 さんが い（①万一に ることに気づけるよ。 M

流する。 女王バチを分 備える・②村 うに、資料や年表中
（資料 さんの失敗） 配保存したり 民やヘボのた の失敗事例と関わら２２ M 、

村全体に放っ めに）につい せて考えるよう助言
○ さんの話や解き放つ様 ていたりする て、それぞれ する。M
子の を通して、 わけについて の根拠をはっ ○ さんの村全体にVTR M M
さんの願いに気づくこと 考え、女王バ きりさせて考 対する願いに気付く
ができる。 チや村民に対 え、発言でき ことができるよう
（資料※女王バチを放つ する さんの たり、記述し に 「 さんだけでM M M、
さん・ ） 願いについて たりすること 全部の女王バチを保VTR

適切に判断し ができたかと 存したり、近くに放
ている。 いう視点で捉 ったりしないのは」

える。 などと問いかける。
○ さんの願いによM
り深く迫るために、
放つ際に さんがM
女王ハチにかけた



「おーい、がんばっ
て…」の言葉につい
てどう思うか問う。

（資料 女王蜂一匹だけ ○女王バチ一匹だけで２３
でつくる巣） 作った巣と さんM

の思いについて問い
かけ、 さんの村M
のヘボを絶えさせた
くないという願いに
ついて、より深く共
感できるようにす
る。

○本時の学習で分かったこ
とをまとめる。

○村に残る文 ○前時までの学習内容を振 ○子どもにヘボに関わ12
化財・年中 り返る。 る行事を通して分か
行事につい ・生活の移りかわり った人々の願いにつ13
て調べ、考 ・ヘボに対する さんの いて尋ね 「昔・生M 、
えることを 願い等 きるため、今・楽し
通して、そ みのため」とまとめ
れぞれに人 る。
人の願いが ○今も残る文化財や年中行 ○より調査意欲が高ま
込められて 事について、知っている るように「今も残る
いることが ことを交流する。 村の文化財・年中行

」 。分かり、今 事一覧 を提示する（資料※村の文化財・年中行事

一覧）後の継承に
対する意欲
を高めるこ 村に残る文化財や年中行
とができる 事を調べて、これからの。

自分について考えよう。

○他の文化財や年中行事に ○作業が停滞する場合
ついて調べ、分かったこ は、他の児童の調査
とを交流する。 方法を紹介したり、
・村誌から 調査対象、方法等を
・パンフレットから 例示したりする。
・インターネットから
・近所のお年寄りから 等

〈エ―②〉
○これからも自分が残して ○村に残る他の ○発言内容やカ ○残したいと決めだし
いきたい文化財や年中行 文化財や年中 ード記述 た文化財・年中行事
事についてカード等にま 行事には、ヘ ・他の文化財や については、その根
とめ、交流する。 ボについての 年中行事の調 拠をはっきりするよ

学習結果と同 査結果をもと う助言し、継承に対
様に人々の願 に、人々の願 する意欲が高まるよ
いが込められ いに気付くこ う賞賛する。
ていることを とができた
理解している か、それらを。

受け継いでい
きたいという
言動や記述が
見られたかで
捉える。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時の位置 １２ １４ （１）本時の位置 １１ １３/ /

（２）本時のねらい （２）本時の目標
・学級園と さんの畑土を比べて考えることを通して、 さんはよい ・ さんが女王バチを保存分配し、村内の各地域に分けて放っている事N N M
こんにゃく芋を育てるために、堆肥作り等の土作りを長年続けている 実について、その理由を考えることを通して、 さんは一匹でも多くM
ことが分かる。 の女王バチを育てあげ、村のヘボが絶えないようにしていることが分

かる。

（３）展開案 （３）展開案

３年生「こんにゃくは、ぼくらの村の特産品」 ４年生「ヘボは、昔から続く村の食文化」

子どもの主な学習活動 教師の指導・援助※評価 過 程 教師の指導・援助※評価 子どもの主な学習活動

N M VTR１．学級園と さんの畑土の違いから、 １． さんが女王バチに関わっている・同じ村内の畑土なのに、 ・ さんの表情や使ってM
課題意識を持つ。 から、分かったことをプリントにまとめ手触りや色、におい、含 いる道具に着目して V

る。・ さんの畑土の方がやわらかい。 まれている物に違いがあ を見るように働きN TR
・黒っぽい色をしている。 るという事実に気付くこ かける。 ・一匹、一匹、筒から女王バチを取り出し
・色々な物が入っている。 とができるように、２つ ている。
・同じ村内の土なのに… の土を細かく観察する時 ・箱に入れて倉にしまっている。担
資料 さんの畑土と学級園の畑土 間を保障する。 ・春までに女王バチをとっておくんだ。（ ）１１ N 任

（資料２０ さんの保存～放ち・ ・写真）M VTR
同じ村内の土なのに、 さんの畑土がN
学級園の土と比べて色や手触りが違う ２．会員に分配して保存してもらっている・ ・会員に分配して保存しアの子には、土に入れてい

のはなぜだろう。 ことや村内全域に渡って放っているといる肥料や堆肥作りの姿から たり、三宅さんの家の
う事実から、課題意識を持つ。考えるように助言する。 近くだけに放っていた
他の会員にも配って保存してもらっている。２．自分の予想から、見学や体験、資料 イの子には、そのわけと成 りしていないという事 ・

実を提示する。 ・村の全体で女王バチを放している。をもとに土が違うわけを追究する。 長とのつながりを考えるよ

・ さんが育てた女王バチなのに。（ ）自己追究 うに助言する。 M
ア・とまどう ☆ （資料２１ 会員の協力のもと、女王バチウの子には、 さんの汗やか アの子には、放つ場所を一N
イ・肥料について考える を解き放つ場所・図）かる労力とつなげて考える カ所にしていないことや会

ように助言する。 員に配っている事実から考ウ・堆肥作りについて考える
担 さんが育てた女王バチを会員に配っエ・選定した肥料の理由と堆肥作りの エの子には、毎年行う必要 えるように促す。 M
任 て冬越しをさせたり、村全体に放ったり努力について考える 性とつなげて考えるように イの子に対しては、保管の

しているのはなぜだろう。（資料 さんの堆肥づくり）１２ N 助言する。 難しさとつなげて考えるよ

うに助言する。（ ）資料※ さんが化学肥料を使用しないわけN
ウの子に対しては、会員の

３．見学体験や資料をもとに女王バチの分※〈イ―③〉 居住区とつなげて考えるよ

３．自己の追究を交流する 配保存、村全体の放ちを行うわけについ◎学習課題について調査や う助言する。

て追究する （自己追究）・ さんは苦労して堆肥を作り、それを 資料等をもとに、 さんN N エの子に対しては、来年の 。
土の中に入れている。 の畑の土と学級園の土を ア・とまどうヘボシーズンとつなげて考

・化学肥料を使うと、こんにゃくいもが 比較しながら違うわけに イ・会員の人について考えるえるように助言する。

育てにくい土になっていく。 ついて考え、 さんが土 ・会員に女王バチを分配 ウ・女王バチの放ち場所について考えるN
・毎年苦労して堆肥作りをして、深く掘 にかける手間の大切さに することが、万一に備 エ・会員のことと放ち場所の関連につい
って土の中に入れているから土が違う ついて適切に判断してい えた行為であること気 て考える担
んだ。 る。 付けるように、資料や （資料２２ さんの失敗）任 M

○発言内容やノート記述 年表中の失敗事例と関
・ さんの土作りについ わらせて考えるようにN
て、土が違うのは長年の 助言する。
工夫や努力がなされてい ※〈イ―③〉
たためであることについ ◎学習課題について、調４．こんにゃくの成長の違いと土作りが

全く行われていない土と比べて考える ４．自己の追究を交流する。 て、根拠をはっきりさせ 査や資料等をもとに、M
て考え、発言したり記述 さんが女王バチを分配 ・一カ所だけで保存すると、そこで何かあ（自己追究）

・ぼくらの育てたこんにゃく芋より大き したりすることができた 保存したり、村全体に ったら女王バチが全部死んでしまう。
い。 かという視点で捉える。 放っていたりするわけ ・少しでもたくさんの女王バチを残すよう

・ さんは３１年間も土作りを続けてき について考え、女王バ に保存場所を分けているんだ。N
たんだ。 ・ チや村民に対する さ ・ さんは自分のことだけではなくて、会土作りにかける手間がより M M

んの願いについて適切 員のことも考えている。よいこんにゃく芋づくりに 担
に判断している。 ・村のどこでもヘボがいるように。（資料１３ さんと学級園の蒟蒻芋・実物）N つながるという見方を深め 任

（資料※ さんの話） ○発言内容やノート記述N るために 「 さんが土の世、 N
５．ヘボを放つ際の さんの言動や思いか話をしないとどうなるか」 ・ さんの願い（①万一M M

ら、 さんの願いを考える。等について、問いかける。 に備える・②村民やヘ M
５．考えたことを交流する。 （自己追究）ボのために について） 、
・芋の成長が違うはずだ。 ・自分たちと さんのの それぞれ根拠をはっき ・女王バチをとても大切に扱っている。N
・ さんが土作りを毎年続けてきたから 土作りの違いが、こんに りさせて発言できたり ・ヘボを“孫”と思っている。N 、
芋がよく育っている。 ゃく芋の成長の違いにつ 記述したりすることが ・いつまでも村のヘボがいてほしいと思っ

ながっていることを押さ できたかという視点で ているんだ。
える。 捉える。６．今日の学習をまとめ・振り返る

・ さんの村全体に対す （資料※女王バチを放つ ・ さんの話◇ さんは昔からずっと苦労して堆肥作N M VTR M
・来シーズンに向けて夏の る願いに気付くことが 「もしヘボがいなくなったら… ）りをしたり深く掘ったりして、土作り 担 」
うちに堆肥づくりしてい できるように 「 さを続けてきたから、こんなに土が違っ 任 、 M
る さんの姿や、３１ んだけで全部の女王バてこんにゃく芋がでっかく育っている N
年間土作りを続けてきた チを保存したり、近くんだね。ここまでよい土にしてきた N

さんはすごいね。 ６．今日の学習をまとめることについて問いかけ、 に放ったりしないのは」
◇ さんは万一に備えて保存場所を分けたその努力に気付くことが などと問いかける M

、 。（ ）資料１４ 土作りが施されていない土 できるようにする。 ・ さんの願いにより深M り 会員の人のことを考えたりしている
ずっと村にヘボがいるように願って女王く迫るために 放つ際、 、

・本時わかったことを振り返る 担 バチを育て続けているんだ。・手間が全くかけられてい さんが女王バチにかM
（ ）（ノート記述・自己評価） 任ない山土を提示し、 さ けた「おーい、がんば 資料２３ 女王バチ一匹だけでつくる巣N

んの努力や土に対する思 って…」の言葉につい
・本時分かったことを振り返るいに浸ることができるよ てどう思うか問う。

（ノート記述・自己評価）うにする。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

本時（３年・第１２時及び４年・第１１時）の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまと

めた 「学習活動における具体の評価規準」に照らして 「十分満足できる」状況（ ）を実現してい。 、 A
ると判断した児童の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（ ）と判断した児童がいる場合のC
指導の具体的な手だてを示している。

授業展開の中で 「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握すること、

に努める。その際 「努力を要する」状況と判断した児童に対して、学習状況に応じた指導の手だて、

を講じて、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。それとあわせて 「十分満足できる」状況と、

判断できる児童の姿が実現されることをめざして、指導・援助に努めていく。

【３年・社会的な思考・判断】

学習指導における具体の評 「十分満足できる」状況（ ）を 「努力を要する」状況（ ）と判断しA C
価規準 実現していると判断した児童の具 た児童への指導の手だて

体的な状況例

〈イの③〉 ○ さんの土作りについて追究 ○色・におい・手触り・中身の４つのN
○学習課題について見学や し、土が違うのは長年の堆肥作 視点を投げかけ、土の違いに気付く

資料等をもとに さん りや掘り返し等の工夫や努力を ようにする。N
の畑の土と学級園の土を 続けてきたためであることを捉

比較しながら違うわけに え、根拠をはっきりさせて発言 ○土作りに十分な手間をかけること

ついて考え、 さんが土 したり、記述したりすることが が、よりよいこんにゃく芋つくりにN
にかける手間の大切さに できている。さらに、そんな つながるという考え方を深めるためN
ついて適切に判断してい さんの生き方に“すごさ”を感 に 「 さんが土にこのような世話、 N
る。 じ、学んだことを自分たちの蒟 をしないとどうなるか」などの問い

蒻芋栽培に生かそうと考えてい かけをする。

る。

【４年・社会的な思考・判断】

学習指導における具体の評 「十分満足できる」状況（ ）を 「努力を要する」状況（ ）と判断しA C
価規準 実現していると判断した児童の具 た児童への指導の手だて

体的な状況例

〈イの③〉 ○ さんが行っている女王バチ ○保存分配することが、万一に備えたM
○学習課題について見学や の保存分配や、村全体に放つ理 行為であることに気付くことができ

資料等をもとに、 さ 由について追究し、 さんは るよう、 さんが一人で保存してM M M
んが女王バチを分配保存 万一に備えた保存の工夫をして いた頃の失敗事例と、分けて保存し

したり、村全体に放って いることや、他の村民やヘボの ていることをつなげて考えるように

いたりするわけについて ことを考えているからであるこ 助言する。

考え、女王バチや村民に とを捉え、根拠をはっきりさせ

対する さんの願いに て発言したり、記述したりする ○村民に対する さんの思いに気付M M
ついて適切に判断してい ことができている。さらに、そ けるよう 「自分の家の周りにだけ、

る。 んな さんの生き方に“すご 女王バチを放てば、来年も さんM M
さ”を感じ、自分にできること はたくさんヘボが捕れるのに…」な

を考えている。 どの問いかけをする。



６．参考資料

資料１“複式授業の成立”に向けた取り組みについて

本年度、私が子どもたちと実践してきたのは、従来から複式学級で行われている「２
学年が異なる内容を学ぶ学習形態」である。
４月当初、３・４年生の社会科複式学習を進めるにあたり、以下の３点に配慮した。

（１）子どもの発達段階と指導内容の順序性
３年生は、１・２年生活科との関連や、子どもたちが体得してきた知識・理解等が、

家庭や学校周辺の社会的事象に限られているという実態を考慮した。
そのため、３年生の社会科は、学習指導要領内容（１）に基づき、まず身の回りの地

域の様々な社会的事象を見つめ、地域の様子は場所によって違いがあることから学んで
いくことが、好ましいと考えた。
また本校は、在籍児童数の関係から、複式となる学年が毎年変動している。今年担任

した３年生は、来年度単式学級となり、４年生は、５・６年の複式学級となる予定であ
る。
したがって、３・４年生の学習内容をひとまとまりとして二つに分けた 年度・ 年A B

それぞれの学年にあった内容をそれぞれの学年に指導する必要があ度方式は選択せず、
ると判断した。

（２）単元計画、単位時間等の工夫
複式学級であっても、それぞれの単元において見学や調査を行う時間は別に設定し、

単 位 時 間 内 の “ ず ら し （ 展 開 の 流 れ ・ 下 記 ① ～ ⑥ ） や “ わ た り （ 両 学 年 に 対 す る 教” ”
師の指導・援助、評価）を工夫することにより、教師一人の場合でも指導することがで
き る と 考 え た 。 但 し 、 指 導 す る 内 容 に よ っ て は 、 他 の 職 員 と と も に 、 に よ る 指 導 をTT
行った。

複式学級における「わたり・ずらし」を取り入れた一斉指導の流れ（例）

３年生 教師の指導 ４年生

①本時の学習対象の確認・課題化 ①前時までの復習及び本時に関わ
（ ）る学習対象の確認等 自己追究

学習課題

②本時の学習対象について課題化
②今までの学習や資料をもとに課題
を 追 究 する 学習課題

（ ）自己追究・根拠を明確にする場

③ 今 ま で の 学 習 や 資 料 を も と に 課
③ 追 究 で培 っ た対 象 に つい て の見 方 題 を 追 究 す る 。

（ ）・考え方を交流する 自己追究・根拠を明確にする場

④交流後、さらに深く追究する ④ 追 究 で 培 っ た 対 象 に つ い て の 見
方・考え方を交流する

（ ）自己追究・考えを深める場

⑤交流後、さらに深く追究する。
⑤本時の学習をまとめる。

（ ）自己追究・考えを深める場

⑥自己評価、次時の学習計画等 ⑥本時の学習まとめる・自己評価



（３）子どもの自己追究が成立する学習指導の工夫

複式学級における指導では、 従って「自学どうしても教師がいない時間帯ができる。
自習できる子」を育てる指導の継続が大切になる。
以下に、指導上特に配慮した点を示す。

① 学習の流れの明示
年度当初に、４５分間の一斉指導の場合でも、教師は必ず３回以上それぞれの学年に

「わたる」ことや全体の学習の流れ（前頁参照）を子どもたちに明示した。その流れを
繰り返すことで、子どもたちが落ち着いて学習できるようにした。

② 学習ルールの取り決め
子どもたちと話し合い、教師が他学年の指導をしている場合の学習ルールとして、以

下を取り決めた。
（ 例 ・ 学 習 課 題 に つ い て 、 今 ま での 学 習 や資 料 を もと に して 、 ま ず自 分 で考 え て み）

る。
・ 困 っ た ら 仲 間 に 相 談 し て も よ い 。
・ そ れ で も 分 か ら な か っ た ら 、 他 学 年 の 指 導 に あ た っ て い る 教 師 に 相 談 し て も
よい。

③ 子どもの課題追究意欲が持続する資料や発問の提示
教師は、他の学年に“わたる”前に、見る・考える視点をはっきりさせた資料や発問

の提示をするように心がけた。

・ で は 「 見 る 視 点 」 を は っ き り 伝 え る 。VTR 、
（例 「生堀りをする さんの顔や手先をよく見て、分かったことをプリントにかき） M

ましょう 」。

・資料や発問では 「考える視点」をはっきり伝える。、
（例 「これは さんが育てたこんにゃく芋とぼくたちが育てた学級園のこんにゃく） N

芋 で す 。 比 べ て ど ん な こ と が 分 か る か な 。 今 ま で 考 え て き た さ ん の 土 作 りN
の大変さとつなげて考えよう 」。

④ 学習プリントの工夫
追究するスペース・振り返るスペースをプリントに設定。子どもたちは担任が戻って

来るまでに自己追究した考えをそこに記しておくことができるようにした。

複式一斉指導
手前・自己追究（３年） 後ろ・教師の指導・援助、評価（４年）



こ ん に ゃ く い も 作 り の 名 人 Nさ ん 年 表 （ ６ ５ 歳 ）資 料 ２“ ”

※３年生の子どもたちに紹介し“教室掲示”として使用

さい 村のこんにゃくいも にかかわるおもなできごと“ ”K

０ ・ 村 地区に生まれる。 ☆ 村 で こ んK K K
に ゃ く い も
を た く さ ん

１９ ・ 村 で こ ん に ゃ く い も が 少 し ず つ 育 て ら れ 育 て て い るK
るようになる。 人の数４６年前

２ ４ ・ お と う さ ん が こ ん に ゃ く い も を つ く り は じ ・ 村 の こ んK
めたので 手つだいながら育て方をおぼえる に ゃ く い も４１年前 、 。

生産量

３４ ・ さ ん 自 身 で 、 こ ん に ゃ く い も を 育 て は じ ☆８０人以上N
１７０，０００㎏３１年前 め る。 ・

（田畑をすべてこんにゃく畑に）
（ は じ め は し っ ぱ い の れ ん ぞ く で 、 こ ん に ゃ
くいもがぜんぜんとれなかったことも）

・ 人 に 聞 い た り 、 自 分 で い ろ い ろ た め し た り
しながら、育て方の勉強をする。

４０ ・ こ ん に ゃ く い も の ね だ ん が グ ン と 下 が る 。
村 で 、 こ ん に ゃ く い も を 育 て る 人 が だ ん だ２５年前

ん へっていく。

５２ ・村の 地区にこんにゃくを作る“加工販売M
所”ができる。 ☆ ８人１３年前

５，０００㎏・

◎ こ の う ち 、
Nき ょ 年 、

さ ん が 育 て
６５ ・ こ ん に ゃ く い も を 老 人 会 の 人 に た の ん で 育 た こ ん に ゃ

…（今） て て も ら っ た り 、 小 学 生 （ ぼ く た ち ） に 育 くいもは
て 方 を お し え た り し な が ら 、 今 も 地 区 のK
畑でこんにゃくいもを育てつづけている。 １，０００㎏



ヘボの神様 と いわれ る Mさ ん年表 （ ７ ７ 歳 ）資料３“ ”
※４年生の子どもたちに紹介し“教室掲示”として使用

歳 ヘボ にかかわるおもなできごと“ ”

０ ・ 村 地区に生まれるK K

１１ ・ 体 を き た え な あ か ん 」 県 の お じ さ ん が 山 に「 。 A
つ れ 出 す 。 山 を 歩 き 回 る う ち に ヘ ボ 追 い や ヘ ボ
飼いのしかたを学ぶ。

。 。１５ ・ 市に転校 自分一人で ヘボ飼い をはじめるE “ ”
（土の中にとってきた巣をうめるだけ）

２１ ・ 村にもどって、農業や林業をする。K

４０ ・ い ろ い ろ 研 究 し て 、 今 で も 使 っ て い る ヘ ボ の 巣
箱 を 考 え つ く 。 そ の 巣 箱 で ヘ ボ 飼 い を す る“ ”
ようになる。

６７ ・ 村 で ヘ ボ 愛 好 会 が で き る 会 長 に え ら ばK 。“ ”
れ る 。平成６年

女 王 バ チ の 保 存 を は じ め る 「 は じ め た こ ろ は 、 ほ と・ 。
んど死なせてしまった 」ことも。。

“ 。 、６８ ・女王バチまで育てる ヘボの家 が完成 冬の間”
会 員 に も 保 存 す る 女 王 バ チ を あ ず か っ て も ら う
ようにする。

７０ ・ 全 国 ヘ ボ サ ミ ッ ト が 村 で 行 わ れ 、 会 長 と し てK
話をするなどかつやくする。

７２ ・ 全 国 地 バ チ 連 合 会 が で き る 会 長 に え ら ば。“ ”
れる （本部・ 村）。 K

７７ ・ ひ ま さ え あ れ ば 山 に 入 っ て ヘ ボ 追 い を し た り 、
巣 箱 で 飼 っ て い る ヘ ボ の 世 話 を し た り 、 ヘ ボ に（今）
か か わ る こ と を 村 民 に ア ド バ イ ス し た り し て 、
今もヘボ中心の生活を続けている。



その他の参考資料（３年）

資料４ ３種類の蒟蒻 資料５ 特産品マップ 資料６ 村・蒟蒻畑K
※中央が 村特産品。 ※ 事務所産業労働課 ※村のこんにゃく畑は 「どこに・どのK E 、

他製品については生産 所蔵 ようなところにあるかを調べよう」

地等明らかにしない。 村のこんにゃくに 見学の視点をなげかけておく。K
着目できるように矢

印で示す。

資料７ 村・蒟蒻加工販売所 資料８ 同じ時期に植えた蒟蒻芋の育ちぶりK
の違い（ 村と 市）※「中にある機械や働いている人のして K G

いることをよく調べよう」見学の視点 ※葉や茎の違いに着目するように助言する。

をなげかけておく。

資料９ 地形を強調したジオラマ 資料１０ 土中にしみ込む水 資料１１ さんの畑土とN
※扇風機の風が、子どもにとっての 学級園の畑土の違い

“台風の風”として提示する。 ※土の違いを実感できるように ※子どもが気付かねば、色・

手前 市、後ろ 村のジオラマ。 同量の土と水を入れて提示する。 手触り・におい・中身。４G K
つの視点で比べるように問

いかける。



資料１３

さんと学級園のN
蒟蒻芋

※ が さんの芋A N

資料１２ さんの堆肥づくり 資料１４ 土作りが施されていない土（サバ土）N
※十分な手間がかけられていることに気付く ※３１年間の さんの土作りの努力が、土の違N
ことができるように青字に着目して考える いとなっていることに気付くことができるよう

ように助言する。 に現在の畑土と比べて考えるように助言する。

（ ）その他の参考資料 ４年

資料１５ ヘボ飯

※ さんの奥様が炊いて下M
資料１６「想山著聞奇集」 資料１７ ヘボ追いさった。

食べることに抵抗を示す ※一部を資料として使用。 ※ さんがする行為をよく見て 「なぜM 、

子には無理に勧めない。 そうするのか」を考えるように助言し

ておく。

（ ）資料１８ さんの生堀りの様子M VTR
※ さんの表情や手先に着目してM

を見るように助言する。VTR



資料１９ さんの生堀りの手順 資料２０ さんの保存～放ちM M
※今後のヘボ飼いに対する さんの願いに気付く ※ さんの“手分け”と“会員一人一人によM M
ことができるように赤字や青字に着目して考え る放ち”の事実を導入で押さえる。

るように助言する。

資料２１ 会員の協力のもと、女王バチを解き 資料２２ さんの失敗M
放つ場所

※ さんの自宅、会員の自宅、女王バチを放つ ※一人だけで保存していることの危険性についM
場所が 村全体に渡っていることに気付くこ て気付くことができるように、資料２１のK

。 “ ” 。とができるように作成 手分け とつなげて考えるように助言する

子どもたちが村民やヘボのことに気付けるよ

うに、 さんが女王バチを会員に配ったり、M
自宅周辺だけに放ったりしていない根拠を考

考えるように助言する。



４㎝

資料２３ 女王バチ一匹だけでつくる巣

※“村全体のヘボ保存”という さんの願いにM
子どもたちが共感できるように、授業の終末

に提示する。


